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	この遺伝子は、リンパ球の活性化に関与する細胞表面タンパク質CD2ファミリーのメンバーをコードしています。これらのタンパク質は免疫グロブリンドメインを特徴としています。このタンパク質はリンパ組織で発現しており、マウスにおける類似タンパク質の研究から、B細胞系譜への分化に関与する可能性があることが示唆されています。この遺伝子は、多くのCD2遺伝子を含む1番染色体の領域に存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD353 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

